
告
　
　
示

平
成
十
六
年
香
川
県
告
示
第
七
百
九
十
一
号
（
民
生
委
員
の
定
数
）
の
一
部
改
正

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

一

平
成
四
年
香
川
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号
（
丸
亀
市
、
坂
出
市
、
善
通
寺
市
、
観
音
寺
市

及
び
さ
ぬ
き
市
に
お
け
る
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
）
の
一
部
改
正
（

〃
　
　
　
）

○
道
路
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
保
全
課
）

二

公
　
　
告

○
落
札
者
等
の
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
立
病
院
課
）

教
育
委
員
会
規
則

事
務
委
任
施
設
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
安
委
員
会
規
則

香
川
県
警
察
職
員
互
助
会
設
置
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

八

警
察
本
部
公
告

○
落
札
者
等
の
公
示

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
の
報

告
（
三
件
）

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
の
報
告

九

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
施
設
に
つ
い
て
の
名

称
の
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
報
告

○
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
直
接
請
求
に
必
要
な
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の
数

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 86 号

平成 17 年

11月 1 日（火曜日）

一

監
査
委
員
公
表

○
監
査
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
公
表

●
香
川
県
告
示
第
六
百
八
十
一
号

平
成
十
六
年
香
川
県
告
示
第
七
百
九
十
一
号
（
民
生
委
員
の
定
数
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

「
観
　
音
　
寺
　
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
」
を

「
観
　
音
　
寺
　
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
」
に
、

「
大
　
野
　
原
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

を

豊
　
　
中
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
」

「
豊
　
　
中
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
」
に
、

「
豊
　
　
浜
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

を

財
　
　
田
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
」

「
財
　
　
田
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
」
に
改
め
る
。

●
香
川
県
告
示
第
六
百
八
十
二
号

平
成
四
年
香
川
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号
（
丸
亀
市
、
坂
出
市
、
善
通
寺
市
、
観
音
寺
市
及
び
さ
ぬ
き

市
に
お
け
る
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

表
観
音
寺
市
の
部
伊
吹
地
区
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
野
原
地
区
　
大
野
原
町
海
老
済
、
有
木
、
田
野
々
、
内
野
々
、
井
関
、
萩
原
、

大
野
原
、
花
稲
、
中
姫
、
丸
井
、
福
田
原
及
び
青
岡

豊
浜
地
区
　
　
豊
浜
町
和
田
浜
、
姫
浜
、
和
田
及
び
箕
浦

告

示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

二

二
　
調
達
方
法
　
購
入
等

三
　
契
約
方
式
　
一
般
競
争
入
札

四
　
落
札
決
定
日
　
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

五
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所
　
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
高
松
営
業
所
　
高
松
市
寿
町

一
丁
目
三
番
二
号

六
　
落
札
金
額
　
二
八
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
一
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
を
含
む
。
）

七
　
入
札
公
告
日
　
平
成
十
七
年
八
月
五
日

八
　
落
札
方
式
　
最
低
価
格

九
　
担
当
課
　
郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇
　
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号
　
香
川
県
健
康
福
祉

部
県
立
病
院
課
総
務
・
財
務
グ
ル
ー
プ
　
電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
三
一
〇

事
務
委
任
施
設
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
　
川
　
県
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号

事
務
委
任
施
設
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

事
務
委
任
施
設
管
理
運
営
規
則
（
平
成
十
六
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
使
用
」
を
「
利
用
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
開
設
」
を
「
開
催
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
使
用
」
を
「
利
用
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
使
用
」
を
「
利
用
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
を
使
用
し
よ
う
」
を
「
に
係

る
条
例
第
七
条
の
二
前
段
の
規
定
に
よ
る
利
用
の
許
可
（
以
下
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
」

に
、
「
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
に
、
都
市
公
園
運
動
施
設
使
用
申
請
書
」
を
「
都
市
公
園
運
動
施
設

利
用
申
請
書
」
に
、
「
香
川
県
教
育
委
員
会
」
を
「
教
育
委
員
会
」
に
、
「
、
使
用
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
動
施
設
の
使
用
の
許
可
」
及
び
「
そ
の

許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

●
香
川
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
二

十
二
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
多
度
津
丸
亀
線
（
二
百
五
号
）

三
　
道
路
の
区
域

敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
四
年

香
川
県
告
示

一
五
・
三

第
三
百
八
十

〜
　
　
　
　
　
五
三
三

一
号
で
変
更

三
二
・
八

し
た
区
域
の

一
部

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

●
香
川
県
公
告
第
六
百
十
五
号

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
示
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
調
達
件
名
及
び
数
量
　
全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
　
一
式

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
奥
白
方
一
二
三
二
番
一

地
先
か
ら

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
奥
白
方
一
三
一
二
番
一

地
先
ま
で

公

告

教
育
委
員
会
規
則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

三

更
許
可
」
に
、
「
使
用
を
」
を
「
利
用
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
を
利
用
す
る
者
は
、
当
該
都
市

公
園
」
を
削
り
、
「
、
備
品
等
」
を
「
又
は
器
具
」
に
、
「
と
き
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五

条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
入
場
」
を
「
入
園
」
に
改
め
、
同
条
中
「
運
動
施
設
」
を
「
都
市
公
園
」
に
、

「
入
場
」
を
「
入
園
」
に
、
「
退
場
」
を
「
退
去
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
原
状
回
復
）

第
十
三
条
　
利
用
者
は
、
運
動
施
設
の
利
用
を
終
了
し
た
と
き
、
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り

消
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
運
動
施
設
を
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
利
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
原
状
回
復
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
公
園
の
長
に
届
け
出

て
、
そ
の
点
検
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、

「

を
」

「

に
、

」

「

」
を
「

」
に
、

「

を
」

「

に
、

」

「

「

「

」
を
「

」
に
、

を
」

」

ら
ず
、
運
動
施
設
を
専
用
使
用
以
外
で
個
人
で
使
用
し
よ
う
」
を
「
運
動
施
設
を
個
人
使
用
に
よ
り
利
用

し
よ
う
」
に
、
「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
、
「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
、

「
使
用
す
る
」
を
「
当
該
運
動
施
設
を
利
用
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項

の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３
　
利
用
許
可
に
は
、
都
市
公
園
の
管
理
上
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
利
用
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
条
例
第
七
条
の
二
後
段
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
許
可
（
以
下
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
公
園
運
動
施

設
利
用
変
更
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
当
該
公
園
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
変
更
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
条
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
使
用
」
を
「
利
用
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「
使
用
を
」
を
「
利
用
を
」
に
、
「
都
市
公
園

運
動
施
設
使
用
中
止
届
（
第
五
号
様
式
）
」
を
「
都
市
公
園
運
動
施
設
利
用
中
止
届
（
第
六
号
様
式
）
」

に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
、
「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を

「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
と
し
て
香
川
県
教
育
委
員
会
」
を
「
と
し
て
教
育
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
使
用
者
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「
使
用
で
き
な
く
」
を
「
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
使
用
す
る
」
を
「
利
用
す
る
」
に
、
「
使
用
日
」
を
「
利
用
日
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
使
用
日
」
を
「
利
用
日
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
使
用
」
を
「
利
用
」
に
改
め
、
同
条
中
「
使
用
者
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「

、
第
六
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
、
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」
に
、
「
使
用
の
」
を
「
利
用
の
」

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
こ
の
」
を
「
都
市
公
園
法
、
条
例
、
香
川
県
都
市
公
園
規
則
若
し
く
は
こ
の
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条

第
四
号
中
「
第
六
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

に
改
め
る
。

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
使
用
者
」
を
「
利
用
者
」
に
、
「
使
用
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
若
し
く
は
変

都
市
公
園
運
動
施
設
使
用
申
請
書
　
　
　
都
市
公
園
運
動
施
設
利
用
申
請
書

（
ふ
り
が
な
）

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日
　
　
年
　
　
月
　
　
日

（
ふ
り
が
な
）

氏
　
名

使
用
し
た
い
　
　
　
利
用
し
た
い

※
申
込
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
（
利
用
者
）
番
号

使
用
目
的

利
用
目
的

有
料
（

）
円
　
　
　
　
　
入
場
料
の
有
無

使
用
区
分
　
　
　
利
用
区
分
　
　
　
　

・無
料

有
　

・
無

（
最
高
額
　
　
円
）

団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

名
称
及
び
代
表
者
氏
名

団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

名
称
及
び
代
表
者
氏
名



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

四

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
を
第
七
号
様
式
と
し
、
第
五
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

使
用
期
間
　
　
　
利
用
期
間
　
　
　
　
使
用
時
間
　
　
　
利
用
時
間
　
　
　
　
使
用
施
設

利
用
施
設



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

五

第６号様式（第８条関係）�

都市公園運動施設利用中止届�

年　　月　　日�
　香川県総合運動公園所長　�
　香川県立丸亀競技場長　　　殿�

届出者　　住　所　〒�
　　　　   （ふりがな）�
　　　　　氏　名　�
�
　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　（電話）�

　　　　　年　　月　　日付けで許可のあった（香川県総合運動公園・香川県立丸亀競技場）の運動施�
設の利用について、その利用を中止したいので、事務委任施設管理運営規則第８条の規定に基づき、次�
のとおり届け出ます。�

団体にあっては、その�

名称及び代表者氏名�

許
可
済
の
内
容�

利 用 目 的 �

利 用 日 時 �

利 用 施 設�

中 止 の 理 由�

備　　　　　　考�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

六

第
五
号
様
式
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中

「

を
」

「

に
、

」

「

「

「

」
を
「

」
に
、

を
」

」

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
五

号
様
式
と
す
る
。

第
三
号
様
式
表
紙
表
面
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
表
紙
裏
面
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
第
一
葉
か
ら
第
十
葉
ま
で
中
「

」
を
「

」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式
と
す
る
。

第
二
号
様
式
表
面
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
号
様
式
と
し
、
第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

受
付
（
利
用
者
）
番
号

使
用
目
的

利
用
目
的

使
用
期
間
　
　
　
利
用
期
間
　
　
　
　
使
用
時
間
　
　
　
利
用
時
間

使
用
施
設
名
　
　
　
利
用
施
設
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使

用
　
　
　
利
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
施
設
名
　
　
　
利
用
施
設
名

使
用
施
設
名
　
　
　
利
用
施
設
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用

利
用

有
料
（

）
円
　
　
　
　
　
入
場
料
の
有
無

使
用
区
分
　
　
　
利
用
区
分
　
　
　
　

・無
料

有
　

・
無

（
最
高
額
　
　
円
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

七

第２号様式（第６条関係）�

都市公園運動施設利用変更申請書�

年　　月　　日�

　香川県総合運動公園所長　�
　香川県立丸亀競技場長　　　殿�

申請者　　住　所　〒�
　　　　   （ふりがな）�
　　　　　氏　名　�
�
　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　（電話）�

　　　　　年　　月　　日付けで許可のあった（香川県総合運動公園・香川県立丸亀競技場）の運動施�
設の利用について、その利用を変更したいので、事務委任施設管理運営規則第６条第４項の規定に基づ�
き、次のとおり申請します。�

団体にあっては、その�

名称及び代表者氏名�

許
可
済
の
内
容�

変
更
の
内
容�

変　更　事　項� 変　更　前� 変　更　後�

利 用 目 的 �

利 用 日 時 �

利 用 施 設�

変 更 の 理 由�

備　　　　　　考�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

八

三
　
落
札
者
決
定
日
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日

四
　
落
札
者
の
名
称
及
び
住
所
　
住
商
リ
ー
ス
株
式
会
社
四
国
支
店
　
高
松
市
番
町
一
丁
目
六
番
一
号

五
　
落
札
金
額
　
九
四
、
四
七
六
、
九
○
○
円

六
　
入
札
公
告
日
　
平
成
十
七
年
九
月
九
日

七
　
担
当
課
　
郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
九
　
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号
　
香
川
県
警
察
本
部

交
通
部
交
通
規
制
課
　
電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
三
―
〇
一
一
〇

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
観
音
寺
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
坂
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
三
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
大
野
原
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

大
野
原
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
字
大
野
原
一
九
九
四
番
地

大
野
原
町
総
合
福
祉
会
館
集
会
・
娯
楽
室
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
字
萩
原
乙
一
三
九
番
地
一

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
四
号

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

香
川
県
警
察
職
員
互
助
会
設
置
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
七
号

香
川
県
警
察
職
員
互
助
会
設
置
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
警
察
職
員
互
助
会
設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
、
休
職
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
体
育
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「

及
び
記
念
旅
行
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
公
告
第
十
五
号

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
示
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
警
察
本
部
長
　
　
沖
　
　
田
　
　
芳
　
　
樹

一
　
借
入
件
名
及
び
数
量
　
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
中
央
装
置
　
一
式

二
　
契
約
の
相
手
方
の
決
定
方
法
　
一
般
競
争
入
札

公
安
委
員
会
規
則

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

警
察
本
部
公
告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

九

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
六
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十

三
日
そ
の
名
称
の
変
更
が
あ
っ
た
旨
高
松
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
在
　
　
　
地

新
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

高
松
市
塩
江
町
多
目
　
高
松
市
塩
江
町
中
下

的
研
修
集
会
施
設
　
　
所
多
目
的
研
修
集
会
　
高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東
一
二
二
四
番
地
一

施
設

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
七
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
の
引
継
ぎ
に
伴
う
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

県
議
会
議
員
各
選
挙
区
に
お
け
る
三
分
の
一
の
数

観
音
寺
市
選
挙
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
九
九
四
人

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
豊
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

豊
浜
町
民
体
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
浜
一
一
二
六
番
地
二

豊
浜
町
福
祉
会
館
内
（
児
童
館
）

三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
浜
一
五
四
四
番
地
一

豊
浜
南
部
集
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
甲
四
九
三
番
地
一

豊
浜
西
部
集
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
箕
浦
甲
一
九
三
五
番
地
九

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
五
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨

観
音
寺
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
坂
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

観
音
寺
市
大
野
原
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
　
　
観
音
寺
市
大
野
原
町
大
野
原
一
九
九
四
番
地

観
音
寺
市
大
野
原
総
合
福
祉
会
館
（
集
会
・

観
音
寺
市
大
野
原
町
萩
原
乙
一
三
九
番
地
一

娯
楽
室
）

観
音
寺
市
豊
浜
南
部
集
会
所
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
豊
浜
町
和
田
甲
四
九
三
番
地
一

観
音
寺
市
豊
浜
児
童
会
館
（
観
音
寺
市
豊
浜
　
観
音
寺
市
豊
浜
町
和
田
浜
一
五
四
四
番
地
一

福
祉
会
館
内
）

観
音
寺
市
豊
浜
西
部
集
会
所
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
豊
浜
町
箕
浦
甲
一
九
三
五
番
地
九

監
査
委
員
公
表

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
３３
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
199条

第
12項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

又
は
監
査
の
結
果
を
参
考
と
し
て
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
17年
11月

1
日

香
川
県
監
査
委
員
　
　
栗
　
田
　
隆
　
義

同
　
　
　
　
　
石
　
川
　
　
　
豊

同
　
　
　
　
　
石
　
川
　

治



平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

（
第
九
二
八
三
号
）

一
〇

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

同
　
　
　
　
　
野
　
田
　
峻
　
司

1
監
査
対
象
部
局
　
　
　
健
康
福
祉
部
（
病
院
事
業
会
計
）

2
監
査
対
象
年
度
　
　
　
平
成
16年
度

3
措
置
の
状
況

監
　
査
　
結
　
果
　
（
対
　
象
　
機
　
関
）

措
　
　
置
　
　
状
　
　
況

指
導
注
意
事
項
　
ア
　
宿
日
直
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

宿
日
直
手
当
の
支
給
に
当
た
り
、

平
成
17年

8
月
に
返
納
済
み
で
あ
る
。

超
過
勤
務
時
間
を
控
除
し
た
宿
日
直

時
間
が
5
時
間
未
満
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
5
時
間
以
上
と
し
て
誤

っ
て
支
給
し
て
い
る
た
め
、
正
当
額

と
の
差
額
と
の
差
額
分
を
返
納
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
（
中
央
病
院
）

イ
　
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
当
た
り
、
平
成
17年

8
月
に
返
納
済
み
で
あ
る
。

勤
務
実
績
の
認
定
を
誤
っ
て
支
給
し

て
い
る
た
め
、
正
当
額
と
の
差
額
と

の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
（
中
央
病
院
）

検
討
指
示
事
項
　
　
委
託
事
業
に
つ
い
て

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
特
殊
な
技
　
　
業
務
委
託
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

術
・
設
備
又
は
高
度
な
専
門
的
知
識
を
　
で
も
公
平
性
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
競

必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
業
務
委
　
争
原
理
の
導
入
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

託
に
当
た
っ
て
は
多
く
を
随
意
契
約
と
　
で
あ
る
。
今
後
、
病
院
間
で
共
通
す
る

し
て
い
る
が
、
病
院
間
で
共
通
す
る
事
　
事
業
に
つ
い
て
の
契
約
方
法
に
つ
い
て

業
に
つ
い
て
は
一
元
的
に
契
約
す
る
こ
　
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
随
意

と
を
含
め
、
契
約
の
競
争
性
、
公
平
性
、
契
約
と
し
て
い
た
場
合
で
も
随
意
契
約

透
明
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
そ
の
方
法
　
に
よ
ら
ず
競
争
性
の
あ
る
契
約
方
法
が

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
（
全
病
院
）
取
れ
な
い
の
か
を
前
例
や
経
緯
、
既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
検
討
し
、
順
次
、

契
約
方
法
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。


